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「⑥平和都市宣言

（60．12．3）

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をは

らみ、誠に遜慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆

者の苦しみを全世界の人々に訴え、再び広島・長崎の惨禍を
繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のい

かなる核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市
を宣言する。
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市
の
補
助
金
を
、
平
成
哩
年
度

か
ら
、
前
例
や
既
得
権
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
適
正
か
つ
効
果
的
に
配

鳩による市補助金の｜
公開ヒアリングを実施｜
どなたでも傍聴できますI

古
利
根
沼
は
、
周
辺
の
緑
地
と
水
辺
が
一
体
と
な
っ
た
美
し
い
自
然
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
こ
の
責
重
な
自
然
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
、
平
成
９
年
度
に
「
古
利
根
沼
周
辺
整
備
構

想
」
を
策
定
し
、
周
辺
緑
地
の
一
部
を
買
い
取
り
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得

て
、
こ
の
緑
地
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
憩
い
の
森
づ
く
り
を

（
仮
称
）
古
利
根
の
森
公
園
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
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分
す
る
た
め
、
公
募
に
よ
る
補
助

金
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

申
請
件
数
は
１
１
０
件
に
の
ぼ

り
、
市
で
は
審
査
を
、
市
民
と
学

識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
市
補
助

あ
き

金
等
検
討
委
員
会
」
（
安
藝
忠
夫

委
員
長
ほ
か
４
人
）
に
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。

９
月
８
日
、
委
員
長
か
ら
市
長

に
、
審
査
結
果
が
提
言
書
と
し
て

提
出
き
れ
ま
し
た
。

（
提
言
内
容
は
下
表
参
照
）

検
討
委
員
会
で
は
、
公
募
申
謂

書
と
概
要
調
書
で
応
募
団
体
の
事

業
内
容
を
検
討
し
、

１
、
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
に
合

致
し
て
い
る
か
の
蒔
代
座

整
備
構
想

「
古
利
根
沼
周
辺
整
備
椛
想
」

で
は
、
古
利
根
沼
周
辺
を

◎
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
（
古
利

根
沼
へ
の
玄
関
口
）

◎
自
然
観
察
の
森
ゾ
ー
ン
（
自
然

体
験
や
観
察
の
塗

◎
水
辺
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
（
水

辺
で
の
活
動
、
水
辺
の
生
態
系
の

観
察
の
塗

◎
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
（
立
ち
入
り

を
制
限
し
、
自
然
環
境
を
保
護
）

の
４
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
に
応
じ
た
整
備
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
（
下
図
参
照
）

こ
の
椛
想
の
推
進
の
た
め
、
地

元
の
自
治
会
や
自
然
保
護
団
体
な

ど
の
代
表
者
、
専
門
家
な
ど
の
意

２
、
団
体
の
目
的
や
熱
意
、
活
動

内
容
等
か
ら
み
た
「
実
現
・
目
的

達
成
可
能
度
」

３
、
事
業
や
活
動
の
着
目
点
、
先

見
性
、
発
展
性
等
か
ら
み
た
「
創

造
性
（
独
創
性
三

４
、
我
孫
子
の
自
然
、
歴
史
、
文

い

化
等
を
活
か
し
た
も
の
か
の
「
我

孫
子
ら
し
き
」

の
４
項
目
か
ら
な
る
審
査
判
定
基

準
に
よ
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
制
（
印

点
満
点
。
：
一
委
員
廻
点
×
５
人
）

で
採
点
し
ま
し
た
。

一
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
一

市
で
は
、
「
補
助
す
べ
き
か
ど

う
か
再
考
の
余
地
が
あ
る
」
ま
た

古
利
根
沼
周
辺

こ
れ
ま
で
に
市
が
買
い
取
っ
た

樹
林
地
は
２
．
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
無
憐
貸
付
分
０
．
３
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
含
む
）
で
、
構
想
の
「
自

然
観
察
の
森
ゾ
ー
ン
」
の
中
に
位

世
し
て
お
り
、
現
在
、
「
（
仮
称
）

古
利
根
の
森
公
国
と
し
て
、
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
自
然
観
察
や
散

策
な
ど
を
楽
し
め
る
場
と
す
る
た

め
、
現
在
の
樹
林
地
を
維
持
・
活

用
し
た
森
づ
く
り
を
主
体
と
し
ま

す
。 見

を
附
く
場
と
し
て
、
「
古
利
根

沼
お
よ
び
周
辺
樹
林
地
等
の
保
全

活
用
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
、
９

月
に
設
世
し
ま
し
た
。

は
「
原
則
交
付
す
べ
き
で
な
い
も

の
」
と
評
価
さ
れ
た
、
③
完
～

雪
点
）
お
よ
び
④
重
点
以
下
）

の
団
体
に
対
し
て
、
直
接
、
自
己

Ｐ
Ｒ
や
活
動
内
容
を
お
聞
き
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
公
開
で
実
施
し
ま

す
。

ざ
ら
に
、
各
団
体
か
ら
提
出
き

れ
た
意
見
書
も
検
討
し
、
補
助
金

を
交
付
す
べ
き
か
ど
う
か
の
最
終

決
定
を
行
い
ま
す
。

守
日
時
、
月
７
日
（
木
）
午
前
、

時
か
ら

▽
場
所
市
役
所
議
会
棟
第
１
委

員
〈
至
垂

▼
問
い
合
わ
せ
財
政
課
寅
芭

１
１
１
１

樹
林
地
の
整
備
に
際
し
て
は
、

か
つ
て
、
地
域
の
農
家
が
行
っ
て

自
然
観
察
の
森
ゾ
ー
ン

い
っ
し
ょ
に

古
利
根
の
森
つ
く
り
を

一
纒
称
一
声
利
握
の
毒
《
園

し
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は
、

植
生
調
査
・
研
修
《

１
回
か
ら
２
回
程

度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
（
主
に
土

・
日
曜
且

い
っ
し
ょ
に
古

利
根
の
森
づ
く
り

に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
応
募
資
格
嘔

歳
以
上
の
市
民
で
、

自
ら
の
責
任
で
活

動
が
可
能
な
方

▽
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
ハ
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記

し
、
ｍ
月
喝
日

い
た
下
草
刈
り
や
枝
落
と
し
な
ど

の
森
の
管
理
を
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
め
ざ

▼補助金等検討委員会の評価
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① 看
は
杣
生
管
理
・

研
修
な
ど
で
、
月
に

総合点が高く、かつ委員全員が問

題なく交付すべきとしたものです。
50個評価点数

33点以上

’
古利根沼周辺整備構想

「時代度」、「実現可能度」など

に高得点がみられ、原則交付すべき

としますが、補助にあたっては検討

すべき項目があるものです。

弓② 善一I ｱｾ

291zI評 価点数

32～27点
つ
牌
し
作
壮

（
水
・
必
潜
）
ま
で
に
我
孫
子
１

８
５
８
市
役
所
公
園
緑
地
課
容

（
誼
）
１
１
１
１
、
フ
ァ
ク
ス
（
露
）

４
３
２
９
へ

※
応
募
き
れ
た
方
に
、
後
日
説
明

会
を
行
い
ま
す

③ 補助すべきかどうか再考の余地が

あり、このままの状態で交付すべき

ではないものです。

評 価点数

26～24点

1214

原則交付すべきではないものです。

特に委員全員が最低点をつけた補助

金等5件は、再考の余地がないと思

われます。

蜘
岬
眺
廊
脚
Ｉ
ｕ

④
19件評 価点数

23点以下 ←
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秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
第
嘔
い
動
物
た
ち
と
身
近
に
ふ
れ
あ
え

回
「
産
業
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
ま
す

驍
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
＊
金
魚
す
く
い
か
わ
い
い
金
魚

当
日
は
、
市
内
各
企
業
の
紹
介
を
何
ぴ
き
す
く
え
る
か
な
！

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
青
空
市
や
＊
吹
奏
楽
演
奏
地
元
の
小
・
中

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
楽
し
い
学
生
に
よ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
減
奏

催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日
を
、
ご
＊
津
軽
三
味
線
・
太
鼓
日
本
の

家
族
、
友
だ
ち
同
士
で
、
ぜ
ひ
お
伝
統
芸
能
を
間
近
で
ご
覧
に
な
れ

楽
し
み
く
だ
き
い
。
ま
す

▼
日
時
皿
月
ｗ
日
（
日
）
午
前
、
＊
包
丁
研
ぎ
（
太
子
会
湖
北
支
部
）

時
か
ら
午
後
３
時
〈
雨
天
の
場
合
１
人
２
丁
ま
で
で
先
着
２
０
０
丁

は
型
旦
日
）
に
延
期
〉

限
定
。
午
前
、
時
か
ら
受
け
付
け

▼
場
所
湖
北
台
中
央
公
園
※
会
場
周
辺
の
道
路
は
、
駐
車
禁

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容
止
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
車

＊
企
業
展
示
市
内
の
産
業
・
企
で
お
越
し
の
方
は
、
湖
北
台
東
小

業
の
展
示
Ｐ
Ｒ

学
校
校
庭
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用

＊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
各
企
業
展
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

示
会
場
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
▽
問
い
合
わ
せ
商
エ
観
光
課
金

パ
ソ
コ
ン
抽
選
で
素
敵
な
景
品
が
露
）
１
１
１
１
内
線
５
０
５

当
た
り
ま
す
剣
会
場
。
駐
車
場
案
内
図

＊
第
８
回
千
葉
県
リ
サ
イ
－

ク
ル
の
日
リ
サ
イ
ク
ル
品
》
一
一

の
展
示
・
無
料
配
布

一
戸

＊
年
金
・
労
働
保
険
な
ど

の
無
料
相
談
会
県
社
会
保

険
労
務
士
会
東
葛
支
部
に
よ

る
相
談
会

韮
青
空
市
約
”
店
の
い
ろ
剛

と
り
ど
り
の
お
店
が
出
店
ｎ
Ｍ
Ⅱ

＊
フ
ア
フ
ア
ラ
ン
ド
大
き
脆

な
人
形
の
中
で
、
思
い
つ
き
癖
呵

鈍

り
飛
び
跳
ね
ま
し
ょ
う

↑
■

＊
小
動
物
ラ
ン
ド
か
わ
い

第1騒回我孫予市

丘些詞 戸

’

よみがえれ手賀沼(10月は手賀沼浄化月間です）
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a高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

催
し
、
第
叫
回
「
老
い
へ
の
対
応

を
探
る
」
が
、
月
２
日
（
土
）
・
３い

日
（
日
）
の
両
日
、
「
み
ん
な
で
活

か
そ
う
．
介
謹
保
険
」
を
テ
ー
マ

に
市
民
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
平
成
哩
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
「
介
護
保
険
制
度
」
を

前
に
し
て
、
介
護
保
険
を
暮
ら
し

▼プログラム（入場無料）

◎ホール：2日(土）
13:00基調講演

「介護保険と新しい福祉のまちづくり」
福嶋浩彦市長

14:00パネルディスカッション

｢介護保険をどう活かすか」
16:15～交流会(参加費500円）

◎ホール：3日(日）
12:00～17:00

＊太極拳．健康体操＊謡曲＊合唱
＊キーボード演奏＊ハンドベﾙ演奏

聯合嶋*ﾌﾗダﾝｽ*介識｜険の説明

◎ギヤラリー：2日～5日
10100～17:00

介護保険のしくみ､団体の活動紹介、
健康相談ｺー ﾅー （2日・3日）

◎ロビー：2日・3日
10:00～ピデｵ上映(2時間毎に）
「介護保険のしくみ」

◎あびこショッピングプラザ1階
センターコート：2日・3日

10:00～20I00介護器具展示,相談

"困ります自転車置き去り知らんぷり鯛 み
ん
な
で
活
か
そ
う
。
介
護
保
険

第
側
画
一
老
い
へ
の
対
応
を
探
る

駅前放置自転車
ｸﾘー ﾝｷﾔﾝペー ｺ

の
中
に
ど
う
活
か
す
か
を
考
え
語

り
合
い
ま
す
。

ま
た
、
合
唱
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
は
じ
め
、
福
祉
団
体
の
活
動
紹

介
や
介
護
保
険
の
し
く
み
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、

介
護
器
具
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
（
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
照
）

市
で
は
、
ｍ
月
１
日
（
金
）
か
ら

ｎ
月
”
日
（
火
）
ま
で
〃
困
り
ま
す

自
転
車
置
き
去
り
知
ら
ん
ぷ
り
〃

を
合
言
葉
に
「
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行

い
ま
す
。

駅
前
の
道
路
や
歩
道
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
高
齢
者
や
身
体

の
不
自
由
な
方
の
通
行
を
妨
げ
る

ば
か
り
か
、
災
害
の
際
に
は
避
難

や
救
助
の
障
害
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
「
チ
ョ
ッ
ト
だ
け
だ
か
ら

大
丈
夫
」
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち

が
、
多
く
の
放
置
自
転
車
を
生
む

原
因
で
す
。

我
孫
子
駅
・
天
王
台
駅
周
辺
は
、

利
用
台
数
に
十
分
対
応
で
き
る
市

営
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
が
あ
り

ま
す
の
で
、
道
路
や
歩
道
に
放
置

せ
ず
、
自
転
車
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
き
い
。

ま
た
、
市
で
は
両
駅
周
辺
を
放

腫
自
転
車
禁
止
区
域
に
指
定
し
、

放
置
自
転
車
の
撤
去
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
４
月
か
ら
８
月
末
日

シ
ご
舞
昏

ま
で
に
率
回
撤
去
を
実
施
し
、
自
あ

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
一

。
‐
・
峯
至
γ
》
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
辿
い
、
警
察
一

転
車
２
３
０
２
台
、
原
付
バ
イ
ク

－
４
９
台
を
撤
去
・
移
送
し
ま
し
刻

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
一

会
繁
灘
蕊
詮

力

た
が
、
放
置
自
転
車
は
依
然
と
し

耐
太
且
鰐
地
誌
唯
蓉
潔
蠅
蕊
一

て
後
を
絶
た
ず
、
現
在
も
多
く
の

自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
放
置
自
転
車
が
な
く
な

じ
壷
李
画
く
鮮
絆
は
無
料
で
、
秘
密
は
一

る
よ
う
、
で
き
る
限
り
撤
去
作
業

を
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ん

｛
》
窪
雫
小
窄
鄙
癖
奎
評
鑑
誇
。
千
葉
地
方
裁
判
一

放
置
自
転
車
を
な
く
し
安
全
で
快

ぞ

適
な
街
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆

ご
検
認
霊
窄
篝
一

ざ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
壷

５
１
４
１

（
露
）
１
１
１
１
内
線
３
３
Ｏ

働
く
あ
な
た
に

確
か
な
支
え

「
労
働
保
険
」

、
月
は
、
「
労
働
保
険
適
用
促
労
働
保
険
は
、
働
く
人
が
労
働
未
手
続
き
の
事
業
王
の
方
は
、
一

進
月
間
」
で
す
。
災
害
や
通
勤
災
害
を
被
っ
た
り
、
早
め
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
一

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
失
業
し
た
と
き
に
給
付
さ
れ
る
制
さ
い
。

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
松
戸
公
共
職
業
安
定
一

災
保
険
・
雇
用
保
睦
に
加
入
す
な
お
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
所
云
０
４
７
（
３
４
８
）
６
１
０
－

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
の
方
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
０
、
ま
た
は
柏
労
働
基
準
監
督
署
一

て
い
ま
す
。

ぱ
雇
用
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
冥
田
）
０
２
４
５
へ

私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な

制
度
〃
介
護
保
険
“
に
つ
い
て
、

皆
ざ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
基
調
誰
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
手
話
通
訳
が
つ

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
介
護
支
援
課
査

（
距
）
１
１
１
１
内
線
３
８
２

‐

、

に
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
必
湯

一
函
目
州
二一

つ
で
す
。

澗
洞
》
建
築
基
準
法
は
建
築
物
が
安

貼
全
で
あ
る
た
め
に
、
建
築
物
を

刈
咋
”
』
毒
」
‐
し
管
理
す
る
人
に
と
っ
て
、
必
要

ま
作
る
人
、
所
有
す
る
人
ま
た
は

砧
剛
性
認
最
小
限
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

鮪
栄
詮
確
ぃ
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、

建
伽
琴
島
と
臺
拳
”

と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の
建

飯
蝋
窪
津
霧

建
築
士
に
相
談
し
、
安
全
な
建

築
物
に
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

、
月
ｎ
日
か
ら
”
日
ま
で
、
ょ
う
。

全
国
一
斉
に
「
違
反
建
築
防
止
な
お
、
こ
の
週
間
中
に
「
全

週
週
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
と

私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
が
、
我
孫
子
市
を
含
め
県
内
の

た
め
に
は
、
建
築
物
が
安
全
で
首
都
近
郊
の
市
町
村
を
中
心
に

あ
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。
実
施
き
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
み
よ
い
街
に
す
る
▽
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

凡
め
に
は
、
住
む
人
が
お
互
い
墓
）
１
１
１
１
内
線
５
２
ぜ
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一
優
れ
た
景
観
を
次
世
代
に
Ⅱ
景
観
条
例
Ⅱ

景
観
条
例
の

６
つ
の
原
則

こ
の
条
例
で
は
、
我
孫
子
ら
し

い
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

①
自
然
環
境
を
尊
重
し
た
水
辺
や

緑
が
豊
か
な
自
然
景
観
づ
く
り

②
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
踏
ま
え

た
景
観
づ
く
り

③
自
然
景
観
と
調
和
の
と
れ
た
街

な
み
の
景
観
づ
く
り

④
安
全
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る

我孫子市景観条例の概要 4月から施行12月から施行

優
れ
た
景
観
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
〃
烏
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
彩
る
景
観
づ
く
り
〃

を
合
言
葉
に
、
市
民
の
協
力
と
参
加
を
得
な
が
ら
進
め
て
き
た
景
観
行
政
。
今
年
４
月
１
日
に
一

部
施
行
さ
れ
た
「
我
孫
子
市
景
観
条
例
」
は
、
担
月
か
ら
全
面
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
今
号
で
は
、

条
例
の
内
容
と
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
Ⅱ

１
１
１
暮
ら
し
の
景
観
づ
く
り

等
の
表
彰
制
度
、
景
観
形
成
に
必

》
淵
暇
馴
珈
”
儲
概
識
鯉
灘
哨
協
瀦
郷
脇
州
脇
瀧
帝

の
条
例
で
は
、
我
孫
子
ら
し
⑥
市
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
を
図
景
観
群
議
会
の
設
世
等
の
内
容
を

観
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
つ
た
広
域
的
な
景
観
づ
く
り

定
め
て
い
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

自然環境や歴史､文化など、景観形成に関わるさまざまな分野で景観づくりに配慮します
則一

市民と事業者、市は、それぞれの立場から優れた景観の形成に寄与するよう努めます
－ 総則

|－景観形成の推進

景観形成を総合的、計画的に進めるため、基本的な方向を
明らかにするため、条例に基づいた新たな景観形成基本計
画を策定します

地域の特性を活かした景観形成を進めるため、市がリード
役になるとともに、市民の皆さんが主体となり、協議会や
地区景観形成計画等をつくり、地区の景観形成を進めます

美しく住みよい地域景観を形成するため、市民相互による
協定を結ぶことができます

景観形成のための活動を目的とした市民団体を結成し、認
定を受けることができます

景観の形成に大きな影響を与える大規模な建築や造成等の
行為には、優れた景観を形成するための助言、指導をしま
す

既存の施設等（既存の建築物、広告物、空き地や屋外の一
時的行為）についても景観形成に配慮するように努めます。
また、市は景観形成に著しく支障がある既存の施設等に対
して、景観形成に配慮するよう要請することができます

景観形成上、重要な建築物等を景観形成重要物として指定
し、保全、活用に努めます

景観形成基本計画

「
一景観形成推進地区

暮
ら
し
の
景
観
づ
く
り

⑤
市
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
協

力
と
参
加
に
よ
る
景
観
づ
く
り

⑥
市
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
を
図

つ
た
広
域
的
な
景
観
づ
く
り

の
６
つ
を
、
基
本
原
則
と
し
て
い

ま
す
。こ

の
原
則
を
基
に
、
景
観
形
成

基
本
計
画
の
策
定
、
市
民
と
市
が

一
体
と
な
っ
た
景
観
形
成
の
推
進

施
策
、
景
観
づ
く
り
の
た
め
の
意

識
啓
発
、
景
観
賞
や
景
観
奨
励
蛍

成

体
形

団
観

定
龍
罎

協
り
為

民
く
行

錐
牽
率

景
景
大

一既存の施設等の景観形成

現
在
、
廻
月
か
ら
の
全
面
施
行

に
向
け
て
、
市
民
か
ら
の
公
募
委

員
や
景
観
・
建
築
・
生
物
の
専
門

家
、
漁
業
・
避
業
等
の
各
種
団
体

一景観形成重要物 す
る
条
例
内
容

旧
月
か
ら
施
行

市民や事業者への景観形成に関する知識の普及や意識啓発のための施策を進めます

地区景観形成協議会、景観住民協定協議会景観づくり市民団体等に対して、技術的援助

一啓発､助成および表彰一専門家の派遣､経費の一部助成をします

優れた景観形成に寄与していると認められた建築物等の所有者や景観形成活動に貢献した
方々を表彰します

景観アドバイザーから景観形成についての必要な情報、専門的助言を得ながら、景観の形
一景観アドバイザー一 成を進めます

景観形成基本計画の策定や景観形成重要物の指定等の景観形成に関する重要な事項につい
－景 観審議会－ て．市民、学識経験者等による審議会を設け内容を調査審議します

’

か
ら
の
代
表
者
等
で
榊
成
き
れ
る

「
市
景
観
群
議
会
」
（
梶
島
邦
江

会
長
）
に
お
い
て
、
最
観
形
成
基

本
計
画
と
大
規
模
行
為
景
観
形
成

指
針
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

施
行
さ
れ
る
内
容
は
、
景
観
形
成

推
進
地
区
の
指
定
、
景
観
住
民
協

定
の
締
結
、
景
観
づ
く
り
市
民
団

体
の
認
定
、
大
規
模
行
為
の
最
観

形
成
、
既
存
の
施
設
等
の
景
観
形

成
、
景
観
形
成
重
要
物
の
保
全
・

活
用
な
ど
で
す
。

な
お
、
大
規
模
行
為
に
つ
い
て

は
、
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。
届
け
出
基
準
と
手
続
き
方
法

な
ど
は
後
日
、
広
報
あ
び
こ
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

条例に基づく届け出をしない者、助言・指導勧告に従わ
ない者に対しては、公表することができます

一 公表－

3
／
１
１

／条例制定|こあわせて、景観パンフレット「我孫子の景観I」を発行しました。
条例の要旨、我孫子の景観の特色、風景写真コンテスト、景観賞、身近な景観づ
くり入門などが紹介されています。市役所、支所、行政連絡所で配布しています

、ので、ご活用ください。
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スポーツの秋に純たも運動不足を解消烏
な
ど
の
自
然
環
境

調
査
手
法
の
研
究
報
告
会

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
潔
境
我
孫
子
の
自
然
に
興
味
の
あ
る
方

の
調
査
や
、
生
物
の
生
息
状
況
の
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
▽
日
時
、
月
９
日
王
）
午
後
２

し
か
し
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
自
時
か
ら
４
時
犯
分
（
参
加
費
無
料
）

然
を
総
合
的
に
保
全
し
、
創
造
す
▽
場
所
市
役
所
議
会
棟
第
１
委

る
た
め
の
研
究
が
必
要
に
な
っ
て
員
会
室

き
て
い
ま
す
○
▽
発
表
者

そ
こ
で
、
現
在
進
め
て
い
る
環
＊
守
山
弘
（
前
農
林
水
産
省
農
業

境
基
本
計
画
策
定
の
一
つ
と
し
て
、
環
境
技
術
研
究
所
上
席
研
究
官
）

平
成
、
年
度
に
山
階
鳥
類
研
究
所
＊
中
村
俊
彦
（
県
立
中
央
博
物
館

に
委
託
し
、
「
烏
な
ど
の
自
然
環
生
態
学
研
究
科
長
）

境
調
査
手
法
の
研
究
」
を
行
い
、
＊
川
村
優
子
（
神
奈
川
県
農
林
部

今
後
の
自
然
環
境
調
査
の
あ
り
方
水
源
の
森
林
推
進
室
副
技
幹
）

を
検
討
し
ま
し
た
。
＊
杉
森
文
夫
（
山
階
鳥
類
研
究
所

こ
の
研
究
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
広
報
室
量

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
環
境
レ
ン
マ
定
員
先
着
和
人

ジ
ャ
ー
公
開
譜
座
と
し
て
報
告
会
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

を
開
催
し
ま
す
。
話
で
手
賓
沼
課
實
芭
１
１
１
１

環
境
保
護
に
興
味
の
あ
る
方
、
内
線
５
６
８
へ

環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
公
開
講
座

し猶ｽボﾛﾂﾌｪス夕
10月10日(体育の日);市民体育館

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
絶
好
の

季
節
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
・
体
力
づ
く
り
の
機
会
と
し

て
、
体
育
の
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

「
チ
ヤ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ

ス
タ
」
と
題
し
、
楽
し
く
体
を
動

か
す
企
画
が
盛
り
だ
く
ざ
ん
。
参

加
堂
も
用
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
自
分
が
年
齢
に
あ
っ

た
体
力
を
保
っ
て
い
る
か
を
測
定

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
や
友
達
同
士
で
、
ぎ
わ

や
か
な
好
哲
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ー■＝

銅
》
一

Ｆ
Ｅ

や
》

~

錐学
'肝

ロー理▲

一 -一÷_=

な
お
、
当
日
は
大
会
終
了
後
、

市
民
体
育
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

▼
日
時
、
月
、
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
２
時
（
参
加
饗
無
料
）

マ
場
所
市
民
体
育
館
野
球
場

（
雨
天
の
場
合
は
種
目
を
変
更
し

て
体
育
館
内
で
実
施
）

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ

＊
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
写
真
）

＊
ミ
ニ
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
サ

ッ
カ
ー
）

＊
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
）

＊
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

＊
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
等

◎
体
力
測
定
・
健
康
相
談
コ
ー
ナ

ー
反
復
機
飛
び
、
握
力
測
定
、

体
前
屈
、
片
足
立
ち
な
ど

◎
体
験
コ
ー
ナ
ー

＊
卓
球
＊
硬
式
テ
ニ
ス
＊
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
＊
ペ
タ
ン
ク
ほ
か

◎
子
ど
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
フ

ア
フ
ア
ド
ー
ム

※
体
育
館
を
使
用
す
る
場
合
は
、

各
自
上
履
き
を
ご
用
意
く
だ
き
い

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

育
課
冥
芭
１
１
５
１

手賀沼船上遊覧参加者募集

秋の手賀沼と史跡を
訪ねてみませんか＝－

一
一

一一

一

さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
い

季
節
。
手
賀
沼
の
湖
上
遊
覧
と
、

沼
周
辺
の
史
跡
・
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
や
友
達
同
士
で
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
空
日
（
士
）
、
聖

日
（
日
）
、
幻
日
（
水
）
、
知
日

（
土
）
、
幻
日
（
日
）
〈
荒
天
の
場

合
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
奉
日
、
塑
日
、

墾
日
、
ｎ
月
１
日
、
２
日
に
延

期
〉

▼
時
間
午
前
の
部
・
：
９
時
か

ら
ｎ
時
犯
分
、
午
後
の
部
：
・
１

時
か
ら
３
時
”
分
（
予
定
）

▼
集
合
。
解
散
場
所
手
賀
沼

公
園
参
加
費
無
料
）

マ
定
員
各
回
先
蒲
お
人

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
で
商
工
観
光
諜
云
（
芭
１

１
１
１
内
線
５
０
４
へ

ふ
れ
あ
い
工
房
作
品
展

ふ
れ
あ
い
工
房
で
製
作
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
品
を
募
集
し
ま
す
。
工

房
に
展
示
し
、
来
場
者
に
投
票
し

て
も
ら
う
フ
ァ
ン
投
票
方
式
で
、

優
秀
な
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。
皆

ざ
ん
の
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
き
い
。

▼
部
門
子
ど
も
の
部
…
小
学

生
・
中
学
生
大
人
の
部
・
・
・
高
校

生
以
上

▽
応
募
受
け
付
け
嘔
旦
土
）
・

”
日
（
日
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
に
、
作
品
を
直
接
工
房
へ

▽
作
品
展
示
期
間
四
日
（
火
）
か

ら
訓
日
（
日
）
〈
最
終
日
に
表
彰
〉

資
源
を
使
っ
た

リ
サ
イ
ク
ル
教
室

①
糸
の
こ
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
（
色
付
け
）
教
室

▼
日
時
９
旦
土
）
．
ｍ
旦
旦
午

前
９
時
犯
分
か
ら
ｎ
時
和
分

▼
対
象
・
募
集
人
数
両
日
参
加

で
き
る
方
、
５
組
、
人

10

’

手
賀
沼
親
水
広
場
で
は
、
手
鏡

沼
浄
化
月
間
に
ち
な
ん
で
、
沼
に

親
し
み
、
浄
化
と
環
境
問
題
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
手
賀

沼
浄
化
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
訓
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時
（
参
加
費
無
料
）

▽
場
所
手
黄
沼
親
水
広
場

①
講
演
会
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ｉ
卜

些
２
驚
幸

講
演
「
里
山
の
自
然
に
ふ
れ
て
」

講
師
：
・
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト
（
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
印
西
市
在
住
）

ミ
ー
ヨ
ン
サ
ー
ト
（
室
内
ま

出
演
．
・
・
チ
エ
ロ
リ
ン
村

▽
時
間
午
後
０
時
細
分
開
場

▼
定
員
先
滴
２
０
０
人

②
木
エ
教
室
（
折
り
畳
み
テ
ー
ブ

ル
）▽

曰
時
空
日
（
土
）
午
前
９
時
”

分
か
ら
皿
時
犯
分

▽
募
集
人
数
哩
人

③
木
エ
と
ト
ー
ル
ベ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
教
室
（
折
り
畳
み
イ
ろ

》
日
時
７
日
（
木
）
、
叫
側
（
木
）
、

副
旦
木
）
午
前
、
時
か
ら
正
午

▼
対
象
・
募
集
人
数
３
日
間
参

加
で
き
る
方
、
哩
人

ゆ
か
た

④
着
物
・
浴
衣
を
二
部
式
（
上
下

セ
パ
レ
ー
ト
）
に
す
る
教
室

》
日
時
７
日
（
木
）
、
８
日
（
金
）
、

塑
旦
水
）
、
幻
（
水
）
い
ず
れ
も
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時

▽
募
集
人
数
各
日
、
入ひ

と
え

》
持
参
裁
縫
道
具
、
単
衣
の
若

物
ま
た
は
浴
衣

⑤
小
袋
づ
く
り
教
室

▽
日
時
墾
日
（
木
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時

▽
募
集
人
数
７
人

▽
持
参
裁
続
道
具
、
端
切
れ

⑥
布
わ
ら
じ
作
り
教
室

マ
日
時
幻
日
（
水
）
午
後
１
時
か

沼
の
自
然
と
環
境
に
つ
い
て
知
ろ
う

【
岸
睦
隠
沼
浄
化
フ
エ
ョ
四
一

し、▼
申
し
込
み
当
日
直
接
会
場
へ

②
環
境
い
ろ
い
ろ
展

手
賀
沼
流
域
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
県
研
究
機
関
な
ど
に
よ

る
展
示
・
実
渡
な
ど
（
午
後
３
時

ま
で
）

③
手
賀
沼
船
上
見
学
会

我
孫
子
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
な
ど
の

案
内
に
よ
る
船
上
見
学

▼
時
間
午
前
ｕ
時
受
け
付
け
、

所
要
時
間
約
鋤
分

▼
定
員
先
蒲
１
０
０
人
（
電
話

で
事
前
に
申
し
込
み
を
）

④
環
境
い
ろ
い
ろ
ク
イ
ズ
（
正
解

者
に
は
エ
コ
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

▽
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
手
蕊

沼
親
水
広
場
寳
騨
）
０
５
５
５

ら
３
時

▼
募
集
人
数
、
人

⑦
紙
す
き
教
室

▽
日
時
幻
日
（
木
）
午
前
、
時
か

ら
正
午

▼
募
集
人
数
７
人

▼
参
加
費
①
か
ら
④
は
３
０
０

円
、
⑤
か
ら
⑦
は
２
０
０
円

》
申
し
込
み
各
教
室
と
も
、
魎

話
で
ふ
れ
あ
い
工
房
運
営
協
識
会

冥
廼
５
５
０
０
へ
（
い
ず
れ
も

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

専
門
家
が
あ
な
た
を
お
手
伝
い

＊
家
具
修
理
相
談
日
知
日
（
土
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

＊
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
…

毎
日
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

（
毎
週
月
曜
日
の
休
館
日
を
除
く
）

＊
お
も
ち
ゃ
の
病
院
…
毎
週
日
曜

日
午
後
１
時
か
ら
５
時

＊
お
し
ゃ
れ
リ
フ
ォ
ー
ム
ア
ド
バ

イ
ザ
！
：
毎
週
水
．
木
曜
日
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時

▽
問
い
合
わ
せ
ふ
れ
あ
い
工
房

車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

工
■■■■■■

や
〕

九
月
の
は
じ
め
に
、
水
田
を
訪

れ
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の
畷
で
白
っ

読
替
の
秋
。
池
波
正
太
郎
の
魅

力
に
迫
り
、
江
戸
の
ス
ー
パ
ー
辨

察
官
「
鬼
平
」
こ
と
長
谷
川
平
蔵

の
人
物
像
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
池

波
文
学
の
世
界
を
散
乗
し
ま
す
。

マ
日
時
皿
月
６
日
（
土
）
午
前
、

時
か
ら
正
午
（
参
加
識
無
料
）

▽
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▽
講
師
重
松
一
義
（
中
央
学
院

大
学
教
授
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
砺

話
で
市
民
図
替
館
本
館
、
ま
た
は

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

読
書
講
演
会

池
波
正
太
郎
の
世
界

鬼
到

一
」ぴあ

「

〃

〆 ゴ
ヨ

等
耳z
L－－つ

む一一

図
書
館
一

だ
よ
り

■
L (こ

学

壷
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

盆
（
弱
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

ー

し蕊』言，
口

〃 ぽ
い
花
を
つ
け
た
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ

が
群
れ
て
い
ま
し
た
。

た
か
さ
ぷ
ろ
う

高
三
郎
と
は
人
の
名
前
の
よ
う

な
名
で
す
が
、
語
源
は
不
明
で
す
。

↓
』
ろ

花
期
は
八
・
九
月
頃
で
、
花
の

直
径
は
お
よ
そ
一
セ
ン
チ
で
す
。

と
う
じ
よ
う

花
の
中
央
部
に
は
小
ざ
な
筒
状

か花
が
た
く
ざ
ん
集
ま
り
、
周
辺
部

に
塗
幟
鰻
二
謹
斐
最

り
巻
い
て
い
ま
す
。
花
を
ル
ー
ペ

お

で
の
ぞ
く
と
、
筒
状
花
に
は
雄
し

楽
し
い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を

し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の

チ
ビ
ッ
子
、
み
ん
な
で
来
て
ね
。

》
場
所
・
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
．
：
、
月
７
旦
木
）
・
訓

日
（
木
）
＊
布
佐
分
館
お
は
な
し

の
へ
や
…
、
月
岼
日
（
木
）
・
丞
日

（
木
）
＊
湖
北
台
分
館
（
（
Ｉ
バ

タ
イ
ム
）
：
、
月
８
日
釜
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
犯

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
如
分
ま
で
）

一一■＝＝

溌そよかぜ号,0月の日程(獄中止）
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
へ

お
は
な
し
会

曜日日場所時間(午後）

蝋易鵬;翻淵
木？身体障害者福祉センター2:00~2:45

21新木北公園3:00~4:00

金星練寄恕鰯全職剛
三洋電機社宅入口l:30~2:15

水'βカクライ家具駐車場2:30~3:00
27台田池尻公園3:20~4:00

木蕊蕊東3児婁套罷臓：
金15根戸近隣センター2:00~2:40

29東急ｼｮｯピﾝグｾﾝﾀー製3:00~4:001

め

ノ

ｖ
ブ
ロ
ウ
ベ
も
雌
し
べ
も
あ
り
ま
す
が
、

舌
状
花
に
は
黄
色
い
色
の
雄
し

し
せ
い

剛
の
よ
う
べ
の
姿
が
見
当
た
ら
ず
、
雌
性

小
明
で
す
。
の
花
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

」
、
花
の
か
り
ま
す
。

／
で
す
。
し
か
し
、
花
後
に
は
両
者
と

と
う
じ
よ
う

ご
な
筒
状
も
結
実
し
、
こ
ぼ
れ
た
果
実
は

周
辺
部
水
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
繁
殖
し

聖
ん
で
取
ま
す
。

筵
ル
ー
ペ
葉
や
茎
に
手
を
触
れ
る
と
、

に
は
”
し
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
触
を
受
け
ま

す
。
こ
れ
は
葉
や
茎
に
白

く
て
硬
い
毛
が
生
え
て
い

ウ

る
か
ら
で
す
。

詮
》
》
一
癖

働
き
が
強
い
た
め
で
す
。

夕

（
文
・
写
真佐

久
間
俊
行
）

、

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
水
墨
画
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
ぷ
ど
う
…
松
崎

出
リ
ン
ご
ぷ
↓
つ
や
り

利
三
郎
命
畦
郷
職
測
…
中

條
邦
子
（
中
峠
）
冨
士
の
見
え

る
風
景
…
白
川
雅
子
（
中
峠
）

三
保
の
松
原
…
山
田
弥
生
（
中
峠
）

花
…
金
井
綾
子
（
布
佐
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
ア
ク
リ
ル
画
Ⅱ

▽
作
品
・
作
者
ロ
ー
デ
ン
ブ
ル

ク
－
．
２
、
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
…

岩
本
隆
司
（
布
佐
平
和
豆

▼
展
示
期
間
い
ず
れ
も
、
月
Ｂ

日
永
）
か
ら
ｎ
月
７
旦
旦

－

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
！
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▽
日
時
、
月
”
日
（
日
）
午
前
、

時
弛
分
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
（
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
１
３
階
）

市
内
の
学
校
法
人
立
幼
稚
園

（
下
表
参
照
）
で
は
、
平
成
哩
年

４
月
に
入
園
を
希
望
す
る
園
児
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
園
案
内
書
の
配
布
日
程
、

月
暉
旦
金
）
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布

し
ま
す

▼
入
園
。
検
定
手
続
き
ｎ
月
１

日
（
月
）
以
降
に
出
願
手
続
き
を
行

い
、
各
幼
稚
園
の
案
内
に
従
っ
て

塗
琴
受
け
て
く
だ
さ
い

》
問
い
合
わ
せ
各
幼
稚
園
へ

『~－－両

よ
い
歯
い
い
顔

ニ
コ
ニ
コ
キ
ャ
ラ
バ
ン

｡
凸

10月の日曜｡休日当番医
診療時間午前9時から午後5時
持参健康保険証と診療費 健康

ガイド
鋤
繕
園
児
窪
募
集

電話
89-1111

88-3113

88-3111

84-7321

84-2211

83-3030

82-8166

▼
内
容
ミ
ッ
フ
ィ
ー
と
う
た
お

う
（
人
形
劇
）
、
お
口
の
中
の
バ

イ
キ
ン
を
顕
微
鏡
で
見
て
み
よ
う
、

８
０
２
０
穴
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

パ
ネ
ル
展
示
、
歯
み
が
き
指
導

▽
対
象
・
定
員
親
子
、
当
日
先

着
３
０
０
人

▼
参
加
費
無
料

※
会
場
で
成
人
歯
科
健
診
（
如
歳

以
上
）
と
親
子
歯
科
相
談
を
実
施
。

希
望
者
は
当
日
直
接
受
付
へ

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

幼
児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食

生
活
と
、
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
食
べ

る
習
慣
づ
く
り
の
た
め
の
、
ア
イ

デ
ア
献
立
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

寺
応
募
資
格
県
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
し
て
い
る
方

▼
作
品
の
条
件
①
子
ど
も
向
き

▼市内学校法人立幼稚園 か
む
子
。
の
び
る
手
・
元
気
な
手

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
壽
秦

幼稚園名 所在地

白山2-7-5

電話

めばえ 84-1313

ひかり 緑2-3-1 85-0415

若
一牢

早 中里515

窪
88-2026

88-2248 湖北台 湖北台8-10-2 88-1001

84-7321
湖北白ばら

蟇
湖北台5-2-1 88-2211

'88-28401 の
献
立
②
家
庭
な
ど
で
利
用
で

き
る
献
立
③
丈
夫
な
歯
や
か
む

力
を
韮
う
献
立
④
材
料
饗
は
４

人
分
で
２
０
０
０
円
以
内

》
応
募
方
法
応
募
票
（
保
健
セ

ン
タ
ー
に
用
意
）
に
１
人
１
食
分

の
献
立
（
朝
・
昼
・
夕
食
の
別
）

を
明
記
し
、
写
真
ま
た
は
イ
ラ
ス

ト
を
添
え
て
、
ｍ
月
、
日
（
祝
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
６
３
１

０
０
３
５
千
葉
市
稲
毛
区
稲
毛
町

５
の
６
１
６
の
１
フ
セ
ハ
イ
ツ
ー

の
１
０
１
県
歯
科
術
生
士
会
へ
郵

送
（
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１

▽
日
時
・
場
所
、
月
８
日
（
金
）

午
前
、
時
か
ら
ｕ
時
和
分
、
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
テ
ー
マ
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で

療
育
講
演
会

88-2840
わ だ 布佐1275 89-1608

|’

集
二階堂 久寺家479-1

泉24-32

つくし野6-23-10

8/1371

’ エーデル 84-4804

’
1

夜間に急病のときは
－

註隈B(Sﾌ)1141
つくしの 84-3200

’ 布佐台 布佐1849 89-0231

L」※10月の各圃豊診と健康教室は、「側陸センターのご案内｣をご覧ください

柏保健所の相談柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)窓(67)1255 子
育
て
を
楽
し
も
う

▼
講
師
長
岡
恵
理
（
三
聡
市
ハ

ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
）

▼
対
象
市
内
在
住
で
就
学
前
の

お
子
ざ
ん
の
保
護
者

▼
定
員
先
着
犯
人

▽
参
加
費
無
料

※
送
迎
と
託
児
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
直

接
ま
た
は
寵
話
で
、
、
月
６
日

（
水
）
ま
で
に
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
壷
（
記
）
０
４
７
２
へ

▼
日
時
・
内
容
、
月
８
日
（
金
）

：
．
糖
尿
病
の
知
識
喝
日
（
金
）
．
：

糖
尿
病
の
食
事
療
法
、
食
品
交
換

表
の
使
い
方
、
い
ず
れ
も
午
後
０

時
釦
分
か
ら
１
時
受
け
付
け
、
午

後
１
時
か
ら
３
時
（
参
加
饗
無
料
）

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
糖
尿
病
・
食
事
療
法
に

つ
い
て
学
び
た
い
方

マ
定
員
先
着
釦
人

》
持
参
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

糖
尿
病
予
防
教
室

目｜期日｜時間｜対象 内容（その他） ｜
理相談員･保健婦の相談I発達心理相談員･保健婦の相談・

指導電話で予約(地域指導班）
発達の遅れが心配
な2歳までの子乳幼児発達相談 28B 13:00～15:30

整形外科医の診察､保健婦の相談
指導持参･･･母子健康手帳

整形外科的に心配
な18歳未満の子療育相談 28B I3:00～14:00

アルコール問題を
抱えた本人、家族

稲神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要ですｱﾙｺー ﾙ伽ごと桐 4日､19日 14:00～16:00

’旧、8日
15日､22日

糟神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約が必要です

精神病、糖神神経
症で悩んでいる方

心の健康相談 14:00～16:00

厚
生
省
は
７
月
、
「
結
核
緊
急

事
態
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

国
民
に
対
し
て
も
、
「
結
核
は
過

壽
鬘
で
は
農
。
寮
続
く

込
母
時
』

場
合
は
、
岬
邪
と
思
い
込
ま
ず
に

医
師
に
相
談
を
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

た
ざ
い
た
い
せ
い

近
年
で
は
、
多
剤
耐
性
結
核
や
、

学
校
、
医
療
機
関
、
老
人
施
設
な

ど
で
の
集
団
感
染
の
増
加
な
ど
、

新
た
な
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

結
核
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で

し
ょ
う
か
。

仲
原
因
は
結
核
菌
で
起
こ
る
伝
染

病
で
す
。
初
感
染
期
は
ほ
と
ん
ど

が
肺
に
起
こ
り
、
初
感
窄
蹴
塞
籍

と
気
管
が
肺
に
入
り
込
む
肺
門
の

リ
ン
パ
節
の
腫
れ
か
ら
構
成
き
れ

る
初
期
変
化
群
を
作
り
ま
す
。
多

く
の
場
合
、
初
期
変
化
群
は
そ
の

ま
ま
石
灰
化
し
治
癒
し
ま
す
が
、

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
砥
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
、
一
度
相

話
で
曝
健
セ
ン
タ
ー
雲
芭
１
１
３
談
に
い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
へ
マ
日
時
、
月
６
日
（
水
）
、
皿
月

、
日
（
水
）
、
廻
月
１
日
（
水
）
い
ず

高
血
圧
。
動
脈
硬
化
教
雲
れ
も
午
後
１
時
犯
分
か
ら
３
時
如

分
（
以
降
、
毎
月
第
１
水
曜
日
に

マ
日
時
・
内
容
、
月
加
日
（
水
）
開
設
。
日
程
は
、
広
報
１
日
号
般

：
・
諦
話
「
高
血
圧
と
動
脈
硬
化
」
、
終
面
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
）

璽
日
（
金
）
・
・
・
講
話
「
高
血
圧
・
動
▼
場
所
福
祉
総
合
相
談
室

脈
硬
化
と
栄
整
」
と
健
康
体
操
、
▼
費
用
無
料
（
予
約
勉

い
ず
れ
も
午
後
０
時
知
分
か
ら
１
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
事

時
受
け
付
け
、
午
後
１
時
か
ら
３
前
に
直
接
ま
た
は
寵
話
で
、
福
祉

時
（
参
加
費
無
料
）
総
合
相
談
室
冥
延
１
１
２
２
ヘ

マ
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

一
一
程
回
害
痘
病
壹
一
一
一
壱
一

▽
定
員
先
論
帥
人

▽
持
参
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
麺
マ
日
時
、
月
型
日
（
日
）
午
後
１

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
冥
逗
１
１
３
時
か
ら
４
時
（
参
加
饗
無
料
）

１
へ
▽
場
所
千
葉
市
民
会
館

▽
内
容
講
減
「
脳
死
と
は
．
脳

一
蝿
珈
釧
醗
一
死
篤
と
は
」
蕊
…
山
本
繩
子

（
厚
生
省
臓
器
移
植
対
策
室
室
長

よ
し
る
も
う

市
で
は
、
毎
月
１
回
、
専
門
医
補
佐
）
・
渡
辺
義
郎
（
県
救
急
医

に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
療
セ
ン
タ
ー
脳
神
経
外
科
診
療
部

い
ま
す
。
不
安
や
不
眠
で
悩
ん
で
長
）
、
患
者
の
体
験
談
、
医
療
相

い
る
方
、
家
族
の
性
格
や
行
動
に
談
会
ほ
か

震
メ
モ
、
結

個
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
る

と
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

結
核
が
進
展
す
る
形
と
し
て
は

肺
に
空
洞
が
で
き
、
気
管
支
や
消

化
管
な
ど
を
通
っ
て
管
内
性
に
肺

や
腸
に
病
変
が
広
が
る
場
合
、
菌

が
血
流
に
入
り
血
行
性
に
広
が
る

場
合
、
リ
ン
パ
の
流
れ
に
入
り
リ

ン
パ
行
性
に
広
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
肺
結
核
は
空
洞
か
ら
管
内

性
に
増
悪
を
繰
り
返
し
な
が
ら
広

が
る
も
の
が
多
く
、
肺
外
結
核
の

大
半
は
血
行
性
で
起
こ
り
ま
す
。

初
感
染
は
早
い
時
期
に
進
展
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
こ

で
発
症
し
な
い
場
合
で
も
、
結
核

菌
は
病
巣
内
に
生
き
残
り
、
加
年

か
ら
如
年
も
た
っ
て
発
症
し
て
く

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
成
人
層
の

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
形
で
す
。

②
特
徴
は
症
状
が
少
な
く
、
本
人

▼
定
員
当
日
先
着
２
０
０
人
一

▽
問
い
合
わ
せ
県
術
生
部
保
健
一

予
防
課
特
定
疾
病
班
容
０
４
３
－

（
２
２
３
）
２
６
６
２

－
鑿
弛
雲
一

．
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
一

負
担
制
度

通
院
に
よ
る
糖
神
疾
患
の
医
療
一

没
（
保
険
診
療
分
）
の
自
己
負
担
一

が
５
％
に
軽
減
き
れ
ま
す
。

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一

糒
神
障
害
の
た
め
に
長
期
に
わ
－

た
り
日
常
生
活
や
社
会
生
活
へ
の
一

制
約
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
「
精
一

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
を
交
一

付
し
て
い
ま
す
。
（
知
的
障
害
の
方
一

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
福
祉
総
合
一

相
談
室
で
「
療
育
手
帳
」
の
申
請
一

が
で
き
ま
す
）

※
制
度
の
利
用
と
手
帳
の
交
付
に
一

つ
い
て
は
、
通
院
医
療
機
関
ま
た
一

は
柏
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
き
い
一

▽
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所
精
神
一

保
健
温
祉
班
雲
色
１
２
５
５
一

核
が
病
気
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
に
一

く
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
病
状
が
一

た
ん

進
む
と
、
発
熱
、
咳
、
疾
、
疲
れ
、
一

だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
、
一

医
師
を
訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

⑧
診
断
は
胸
部
Ｘ
線
で
結
核
が
疑
一

わ
れ
た
場
合
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
一

査
を
行
い
ま
す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
一

ぎ

反
応
が
陰
性
か
擬
陽
性
の
場
合
、
一

結
核
を
否
定
す
る
有
力
な
根
拠
と
一

な
り
ま
す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
一

強
陽
性
は
、
結
核
の
診
断
の
一
つ
一

の
根
拠
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
一

結
核
菌
の
検
査
を
行
い
ま
す
。
疾
一

の
検
査
が
主
で
、
こ
こ
で
結
核
菌
一

の
証
明
を
し
な
い
限
り
診
断
を
つ
一

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

伽
治
療
は
化
学
療
法
に
よ
り
行
い
一

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

会
冥
鏥
）
５
５
２
５

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▽
有
料
で
＊
キ
ャ
ン
バ
ス
（
Ｆ

釦
・
Ｆ
１
０
０
）
〈
中
村
實
理
２

６
７
０
〉

▽
無
料
で
＊
室
内
運
動
器
具ふ

く
渡
辺
雲
逗
０
７
７
０
〉
＊
布

き
ん巾

・
ま
な
板
乾
燥
機
〈
鈴
木
盆

（
師
）
０
３
２
９
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは

毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先〒270-1192我孫子1858市役所広報広聰課

⑦
③
③
借
⑳
ｅ
⑪
②
⑪

俳句短歌
山本寛太選 竹内旦選

病
床
に
沼
の
花
火
を
遠
く
聞
く
宮
本
周

鰯
琳
惹
”
め
ぱ
灯
台
点
り
け
り
宮
腰
多
加
雄

と
も

遜
姉
識
壬
一
人
と
な
り
し
か
き
氷
松
浦
白
梅

人
形
の
鈴
張
る
ま
な
こ
夜
の
秋
高
宮
桐
子

お
や
こ

鍾
鑑
瞬
鯉
し
に
庭
師
の
父
子
か
な
商
田
忍

ゆ
ず
き
た

雨
は
じ
く
青
柚
子
も
い
で
来
り
け
り
壁
谷
千
鶴
子

若
者
の
御
す
コ
ン
バ
イ
ン
稲
田
塗
む
秋
田
善
実

舞
己
よ

ふ
息
ん
髪
ア
わ

漂
白
の
す
み
し
布
巾
の
爽
や
か
や
柳
富
美
子

純
辮
似
合
ふ
少
女
や
茄
子
の
花
小
林
彊
ナ

な
す

み
ょ
う
が
ゆ
う
け

そ
こ
は
か
と
茗
荷
の
匂
ふ
夕
餉
か
な
須
田
利
夫

白
き
帽
子
形
く
ず
れ
て
夏
終
る
中
野
武

ざ
ょ
か

沖
遠
く
連
な
る
漁
火
や
天
の
川
田
中
栄
太
郎

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
バ
ッ
グ
を
一
度
は
持
ち
た
し
と

チ
ラ
シ
に
見
入
る
母
の
明
る
し
須
藤
美
恵
子

わ
こ

生
き
て
在
ら
ぱ
四
十
五
歳
に
な
る
吾
子
か
面
影
も
い

ま
は
淡
々
と
し
て
木
村
梅

百
三
十
年
の
歴
史
持
つ
と
ふ
成
田
線
単
線
鉄
路
を
今

ゆ

狛
識
注
ぐ
な
り

雫
石
英
子

暮
坂
を
「
と
ろ
り
と
ろ
り
」
と
越
え
し
と
ふ
霧
ま
つ

は
れ
る
牧
水
像
立
つ
山
口
魁

ひ
と
り
来
て
谷
津
田
の
稲
の
か
げ
に
咲
く
キ
ッ
ネ
ノ

カ
ミ
ソ
リ
近
づ
き
て
撮
る
三
谷
和
夫

ほ
、
う
ふ
つ
上
唇
ｆ
７

桂
林
の
山
坊
佛
と
妙
義
山
白
雲
流
る
幽
玄
の
境

篠
田
ま
さ

霧
窪
讓
る
擬
蒋
泳
辮
不
驫
に
心

か
よ
へ
る
関
口
静
江

は
す
だ
か
げ
力

手
賀
沼
の
蓮
田
に
夏
の
霧
り
来
て
吹
き
ぬ
く
風
に
花

た
く托

揺
れ
立
つ
中
野
武

つ
た

日
日
に
伸
ぶ
る
風
船
か
づ
ら
の
ほ
そ
き
蕊
よ
り
ど
こ

ろ
な
く
風
に
遊
べ
る

新
藤
道
子

ほ
の
暗
き
こ
の
林
道
は
憧
れ
の
三
笠
ホ
テ
ル
へ
続
く

道
か
な
青
木
正
子

▽
無
料
で
＊
ピ
ア
ノ
〈
加
藤
壷

（
師
）
６
１
８
２
〉

マ
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
き
い
。
な
お
、
コ

ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
申
し
込
み
は
、

商
工
観
光
課
へ
電
話
で
連
絡
し
て

く
だ
き
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
霊

（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
２
９

休圖救急歯科診療所(市民会館内）
日曜。休日の午前
9時から11‘時30分

窓(84)1311
(時間内のみ）
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l場
所
布
佐
市
民
の
森
・
相
島
の
森
ほ
か

今
年
も
、
い
き
づ
く
森
と
水
と

文
化
の
に
お
い
を
、
盛
り
だ
く
さ

ん
に
提
案
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
、
月
墾
日
（
土
）
か

ら
訓
日
（
日
）
〈
公
開
制
作
期
間
は

制
作
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳

我孫子野外美術展日程

O公開制作･･･22日(金)までく時間は定めていません〉

◎作品展示…23日(土)~31日（日）

◎資料展示…16日(土)~24日(日)…布佐南近隣センター

〈20日休み〉

25日(月)~3旧(日)…相島工房(旧家相島内）

◎オープニングセレモニー･”

23日(土)午後1時30分から､布佐市民の森

Oパフォーマンス

23日(土)午後3時…坂本直子出演､相島工房
あくげんだよしひら

24日(日)午後3時･･悪源太義平出演､布佐市民の森

。レクチャーハイキング

24日(日)･31日(日)いずれも午後2時､相島工房集合

◎ワークショッブ

①陶芸形成･24日(日)､野焼き･･･31日(日)いずれも

午前11時から､相島工房集合

②小枝で作ろう30日(土)午後1時30分､布佐市民の森

◎旧家相島内部公開日22日(金)､24日(日)､29日(金)、

31日(日)いずれも午後1時~4時

◎プレイベント｢大lll由美子ピアノコンサート」

22日(金)午後7時から､湖北地区公民館

協賛チケット1000円(収入は全額､美術展の運営費

として使われます｡入場券は電話予約､または当日販売）

第42回我孫子市文化祭

籍ん讓鮮蛎蕊鷺騨慧｣雛曼鰯
てみませんか。ぜひご来場ください。

覇恢問い合わせ教育委員会社会教育課壷(85)1151
月日｜時間｜会場内容等

のど自慢と華やかな
踊りの競演

行事名 し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
を
〉

▼
場
所
布
佐
市
民
の
森
、
相
島

の
森
ほ
か
（
下
図
参
照
）

▼
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
実
行
委
員
会
事

務
局
岡
田
實
理
２
４
５
５

10月17日(日）歌謡曲発表会 1l:00～16:00
一
一
云

さまざまなジャンルの
音楽をお楽しみください

10月24日(日）軽音楽演奏会 13:30～17:00

かわいいプリマ達の
踊りにこうご期待

市民会館10月31日(日） 13:00～17:00バレエ発表会
能

熱唱､熱演･･･楽しい
一時をどうぞ

11月3日(祝） 10:30～17:00民謡舞踊発表会

日本の伝統美を披露
します日本舞踊発表会

11月7日（日)|13:00～17:00祭
伝統の音色をお聴き
ください

国道356号湖北地|X公民館三曲演奏会

さつき

皐月秋季展
秋の皐月にもたいへん
趣があります

10月16日･17日
（土･日）

9:00～16:00
中央公民館

※31日午前中は
籟沼マラソン
のため車での来
場はできません

展
示
部
門

総合展覧会
瞥道､華道､写真､瞥道‘
叢道講座生､視覚鰐
者協会婦人部難展

10月30日～
11月3日
（土～祝）

※11月1日（月）
は休館日

力作・傑作ぞろいで
す。市民の皆さんの
日頃の活動の成果を、
ぜひご覧ください

P

手工芸､手工
芸識座生展

湖北地区公民館10:00～16:00

こ
う
け
ん

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
判
断

能
力
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
適

切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
い
方
に
対
し
て
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
の
援
助
、

代
行
や
金
銭
管
理
、
財
産
保
全
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
、
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
機
関
で
す
。

丹精込めた作品です
（当日の出品も可） '0月から柏雨教育福祉会館繭一1洲伽区公慰萠i湖北菊花展

11月2日～5日
（火～金）総

合
展
覧
会

香りもふくいくと
(当日の出品も可）我孫子菊1眼 中央公民館前

後見支援センター開設あでやかな花･花
(当日の出品も可）

11月3日(祝）洋ラン展 9:00～16:00

形のすばらしさを
ご鑑賞ください

盆栽展 市民会館10:00～16:00

ご相談はまず市の社会福祉協議会へ11月6日･7日
（土・日）葉のすばらしさを

ご鑑賞ください
東洋蘭秋季展 9:00～16:00

スイス方式(変則)4回戦
A~Eクラス出場者募集
(当日会場で受付）

参加徴2000円(昼食付）
問い合わせ山口念(88)1418

受付
8:50～9:20

大会
9:40～17:00

ｍ
月
に
、
全
国
で
一
斉
に
道
路

交
通
情
勢
調
査
（
道
路
交
通
セ
ン

サ
ろ
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
総
合
的
な
道
路
計
画

を
策
定
す
る
際
の
、
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
の
も
の
で
、
交
通
鐘
、

自
動
車
の
起
点
・
終
点
、
駐
車
場

な
ど
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

県
で
は
、
柏
市
教
育
福
祉
会
館

娘
輔
齢
鶴
確
硯
》
嘩
睦
、
ｈ
年
度
後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験
。
講
習
会

業
務
を
開
始
し
ま
す
。
防
本
部
予
防
課
貧
型
７
７
０
２
へ

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

対
象
地
区
は
、
我
孫
子
市
、
柏
▽
日
程
・
場
所
ｎ
月
墾
旦
且
、
持
参

市
、
沼
南
町
な
ど
で
す
が
、
ご
相
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田
沼
校
◎
受
験
者
対
象
講
習
会

談
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
各
市
町
の
舎
（
習
志
野
市
）
▽
日
程
・
場
所
ｎ
月
４
旦
木
）
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け
付
け
る
▽
受
験
料
甲
種
：
．
５
０
０
０
円
、
松
戸
市
市
民
会
館

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
後
乙
種
：
３
４
０
０
円
、
丙
種
：
２
マ
受
講
料
３
５
０
０
円
字
キ

見
支
援
が
必
要
な
方
は
、
我
孫
子
７
０
０
円
ス
ト
代
は
別
塗

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
連
絡
く
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
願
▽
申
し
込
み
試
験
の
願
書
提
出

だ
き
い
。
書
（
各
消
防
署
・
分
署
に
用
意
）
時
に
、
消
防
本
部
で
受
け
付
け

▼
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
社
会
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
ｍ
月
４

福
祉
協
議
会
實
理
１
５
３
９
旦
月
）
か
ら
７
旦
木
）
ま
で
に
、
消

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
霧
癖
蕊
牽
議

囲 碁大会

各
種
文

中央公民館A級･･･16人トーナメント（敗
者戦付)B級…リーグ戦

勤謬締り灘群）
問い合わせ金子恋(82)3394

受付
9:30～10:00

大会
10:00～17:00

10月24日(日）
将椣大会

秋空に朗々 と響き
渡ります吟詠大会 湖北地区公目撚lO:00～16:30

希望者には､作品集を
販売します(1部500円)|

短 歌大会 10月30日(土） 12:30～16:00

千
葉
県
で
は
、
任
意
に
抽
出
し

た
、
県
内
在
住
者
約
３
万
人
に
調

査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
ら
れ
た
方
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
県
庁
道
路
維
持

課
金
０
４
３
（
２
２
３
）
３
１
３

９化
市民会館

俳句大会 秋の情感､しみじみと 11:00～16:00

行
10月31日(日）

日本の民族戊装きものの
すばらしさをご覧ください

きもの着付|溌表 13:30～15:30

事
お気軽にお茶をご賞味
ください(2席で400円）

10月31日（日）
11月3日(祝）

蕊
△
云 10:00～15:00 湖北地区公尉哨

謡 |Ⅲ大会 600年の歴史､脈々 と 11月3日(祝） 10:00～16:30

公
証
役
場
で
は
、
皆
ざ
ん
の
財

産
を
守
る
た
め
に
、
法
務
大
臣
が

任
命
し
た
公
証
人
が
、
契
約
書
や

遺
言
書
な
ど
を
、
公
文
醤
で
あ
る

公
正
証
書
と
し
て
作
成
し
ま
す
。

ｍ
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、

1

公
証
週
間
無
料
公
証
相
談
所

祭礼による交通規制

中里諏諭神社

▼
日
時
、
月
嘔
日
（
土
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所
柏
駅
東
口
サ
ン

サ
ン
広
場
（
雨
天
中
止
）

▼
相
談
内
容
宮
公
署
へ

の
提
出
書
類
、
交
通
事
故

中里諏訪神社の祭礼により、下図

のとおり交通規制が行われます。
みこし

当日は、子どもたちによる神輿や

雌引きが行われるため､車での通
行は現場の指示に従って安全運行に
ご協力ください。

b日時10月10日(日)午前9時から午

後2時(雨天の場合は､11日に順延）
＝我孫子警察署窓(82)0110＝

祭礼に伴う交通規制図

「
公
証
週
間
」
で
す
。
公
証
役
場

で
は
、
こ
の
週
間
に
特
別
相
談
を

行
い
ま
す
。
契
約
、
遺
言
醤
、
私

文
書
の
認
証
な
ど
に
関
す
る
こ
と

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
月
６
日
（
水
）
午
後
１

千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

で
は
、
設
立
、
周
年
を
記
念
し
て
、

粟
力
団
追
放
県
民
大
全
を
開
催

し
ま
す
。

千葉県最低賃金が

10月1日から改正に

暴力団追放県民会議設立10周年記念

暴力団追放県民大会
10月1日からパート・アルバイト

等を含む県内すべての使用者と労働

者に適用される千葉県最低賃金が、

次のとおり改正されました。

，日額5329円

し時間額667円

※詳しくは、千葉労働基準局賃金課

a043(221)4311、または24時間テレ

ホンサービス窓043(221)4700'､

時
か
ら
４
時
燕
歯
推
料
）

▽
場
所
・
問
い
合
わ
せ
千
葉
地

方
法
務
局
柏
支
局
（
柏
市
柏
６
の

ｍ
の
零
）
冠
（
印
）
３
３
０
９

※
電
話
で
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

◎
柏
公
証
役
場

▼
場
所
柏
市
柏
３
の
７
の
面
の

２
０
３
（
柏
駅
東
口
徒
歩
約
６
分
）

▼
公
証
人
伊
藤
孝
三

▼
連
絡
先
賓
妬
）
６
２
６
２

民
事
介
入
暴
力
事
案
に
造
詣
の

深
い
弁
護
士
の
記
念
講
演
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
、
月
加
日
（
水
）

午
後
２
時
、
千
葉
県
文
化
会
館

（
千
葉
市
中
央
区
・
干
莱
城
隣
り
）

▼
内
容
記
念
講
演
「
民
事
介
入

暴
力
事
案
と
そ
の
対
策
」
講
師

・
・
深
沢
直
之
（
日
本
弁
謹
士
連
合

会
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員
会
副

委
員
長
）
県
警
察
音
楽
隊
演
奏

▼
入
場
料
鉦
料

▽
問
い
合
わ
せ
（
財
）
千
葉
県
暴

力
団
追
放
県
民
会
談
事
務
局
壷
０

４
３
（
２
５
４
）
８
９
３
０

I
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自動伴奏付き中高年用
ミニ．キーボード講習会 ’軽スポーツ「ペタンク｣を

体験してみませんか|I
、

ん
、
ノ

や
口
洵

ち
力

か
花
紳１

蛙
明
・

だ
田
端

っ
津
件自

市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会す

こ
や
か
ち
や
ん

し日時10月中の毎週土曜日午前

10時から正午（参加費無料）

し場所天王台西公園(雨天中止）

し申し込み当日直接会場へ

似問い合わせ教育委員会体育課

云(85)1151

惨日時・場所10月21B(木)、28

日(木)午前10時から正午

惨場所湖北台近隣センター

し対象中高年の方（楽譜が読め

なくても大丈夫です）

し定員先着20人

し参加費1回300円（楽器は無

料でお貸しします）

少申し込み・問い合わせ電話で

福原盆(84)4712へ

１
１

市議会議員一般選挙の立候補

予定者説明会を開催します。関

係者は必ず出席してください。

少日時10月5日(火)午後2時

し場所市民会館大会議室

し問い合わせ選挙管理委員会

事務局盆(85)1111内線346

I

床渥パﾚー ポー ﾙ大会
ねもとかずや

根本和也<ん
（新木･1歳3カ月）

ー
一
む
け し日時・場所10月17B(B)午前

8時30分受付、市民体育館

し種目一般男子女子（6人制）

し対象市内在住・在勤・在学者

，参加費1チーム3000円

し申し込み・問い合わせハガキ

に大会名、チーム名、男女の別、

代表者の住所氏名、電話番号を

明記し、10月7日（木必着）ま

でに若松113の2西井徹夫云(82）

8048へ

h、、

！ 時 事 問 題 を 話 し 合 う
「時の話題」会員〒

Ｊ
Ｂ
Ｔ
０

唇a11
ふど毎！

’ｼﾙー ﾌｪｽﾃｨﾙ'99

圏醗圃凹
し曰時・場所10月27日(水)午前

10時から正午、市民会館（以降、

毎月第4水曜日に開催）

し費用100円程度（会場費）

し申し込み・問い合わせ電話ま

たはファクスで深山容(88)5264

(ファクス兼用）へ

園 四目面

’ ’手賀沼ふれあい船上見学会 似日時・場所11月6日(土)正午

開場、青葉の森公園芸術文化ホー

ル（千葉市）

し内容講演会「私の生きがい…

映画とめぐり逢って」講師…水野

晴郎、シルバーファッションショ

ー、ハワイアン演奏とフラダンス

レ定員先着800人

似参加費無料

し申し込み・問い合わせハガキ

またはファクスで代表者の住所、

氏名、年齢、電話番号、希望人数

を明記し、10月29B(金)までに〒

260-0013千葉市中央区中央3の18

の3千代田生命千葉中央ビル6階

千葉県福祉ふれあい財団長寿課査

043(221)7448、ファクス043(221)

4777へ

屑 画圃圃

し日時10月17日(B)<荒天中止〉

し受け付け。集合場所手賀沼公

園ボート乗り場（参加費無料）

し乗船時間約30分（乗船時刻は

応募状況により決定）

，資格市内に在住在勤の方

し定員応募者全員乗船できます

し申し込み。問い合わせ往復ハ

ガキに郵便番号、住所、氏名、年

齢、電話番号（複数で申し込む場

合は、全員の氏名と年齢、代表者

の住所と電話番号）、午前・午後

の希望、返信面にご自分の宛先を

明記し、10月5日（火必着）ま

でに我孫子1858市役所手賀沼課云

(85)1111内線568へ

家庭教育学級公開講演会
，日時10月15日(金)午前10時30

分から正午（参加費無料）

し場所市民プラザ
はぐく

しテーマ家庭で育む生きる力…

子どもたちの瞳は輝いていますか
てつろう

，講師齋藤哲郷（川村学園女子

大学教育学部教授）

※託児（満2歳以上先着15人）を

希望する方のみ事前に申し込みを

，問い合わせ中央公民館壷(82）

0515

’耐ﾃﾆｽ箭屈桧(ダﾙｽ）
’

全 国 一 斉 司 法 書 士
無料登記相談シ日程男子B、女子B…10月17

日(日)、男子A、女子A、男子45

歳以上、男子60歳以上･･10月24B

（日）〈いずれも午前9時試合開始＞

※A･上級、B･･初中級

し場所男子A･B、女子A…市

民体育館コート、女子B、男子45

歳以上、男子60歳以上･･湖北台中

央公園コート

レ参加資格市内在住・在勤・在

学者、市内のクラブの会員

し参加費1組1000円(当日徴収）

隣申し込み・問い合わせハガキ

に種目、2人の住所、氏名、生年

月日、電話番号、所属クラブ名を

明記し、10月10B(祝・必着）ま

でに湖北台7の20の83の201高田

英志壷(87)2725へ

桜日時10月4日(月)午前10時か

ら正午、午後1時から3時

し場所市役所西別館市民相談室

し申し込み当日直接会場へ

，問い合わせ森壷(67)2727

「
｜

’第S回あらき園祭
｜我孫子第四小学校創立50周年
古い写真を探しています，日時10月3日(日)正午から午

後3時30分（雨天実施）

し場所あらき園（入場無料）

し内容喫茶、縁日、パターゴル

フ、ペットボトルボーリング、紙

すきとハガキづくりの体験、ビン

ゴ大会、湖北中学校吹奏楽部の演

奏、小規模福祉作業所の出店ほか

b問い合わせ同園壷(88)4188

我孫子第四小学校は、昭和25年

10月に開校し、来年で創立50周年

を迎えます。

これを記念して記念誌「心のふ

るさと」を発行します。昔なつか

しい木造校舎、校庭、行事などの

古い写真がありましたら、ぜひお

貸しください。

，連絡先・問い合わせ我孫子第

四小学校教頭山田公(82)6151

．公共施設利用の継続的な活動は、

優先的lこ場所が確保されているも

のではありません。

’
1

1
あびこ子どもまつりの
入場門をみんなで作ろう

，曰時。場所10月11日(体)午後

1時から3時、久寺家中学校校庭

(雨天の場合は室内）

し内容大きな門に絵を描き、み
は

んなが持ってきた絵を貼ります

し対象小学校高学年、中学生

し持参みんなで楽しく遊んでい

る絵（大きさは自由）、はさみ、

のり、絵の具、クレヨンなど
うめたに

し問い合わせホ毎谷容(83)2636

リトル°カラテ°
女性会

ブ
員

一
つク

’
傍練習日時・場所毎週日曜日、

小・中学生は午前8時30分から10

時、高校生以上は午前10時30分か

ら正午、並木小学校体育館

b会費小中学生…月額2000円

高校生以上…月額2500円

，申し込み・問い合わせ電話で

吉岡盃(84)2577へ

第14回布佐南地区
まちづくり協議会文化祭

｜

I

し日時。内容展示…10月30B

(±)、31日(日)午前10時から午後

5時（31日は午後4時30分まで）

発表･･11月7日(日)午前10時から

午後4時手作り品販売。フリー

マーケット･･･10月30B(jz)･31B

(日)、11月7日(日)午前10時から

午後3時

※フリーマーケット出店者を募集

しています。電話で10月14B(木）

までに布佐南近隣センターへ

，場所。問い合わせ布佐南近隣

センター念(89)3740

’ ’
1

市民バドミントン大会
，日時・場所10月24B(B)午前

8時30分受付、市民体育館

し種目男女シングルス、男女ダ

ブルス1．2部、混合ダブルス

※男女ダブルス2部は、初心者、

家庭婦人、40歳以上の男性

伝参加資格中学生以上の市内在

住・在勤・在学者（1人2種目以

内、39歳以下の男子がダブルスと

混合ダブルスを兼ねることは不可）

し参加費1人1種目500円（中

学生は200円）

し申し込み・問い合わせハガキ

に種目、住所、氏名、年齢、性別

電話番号（ダブルスは2人分）を

明記し、10月15B(金必着）ま

でに新木野4の24の27川喜田靖彦

念(88)9274へ

４
０
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
ｌ
■
■
Ｐ

連盟杯ソフトボール大会

修曰時。場所10月24B(B)午前

8時30分開会、市民体育館野球場

ほか（雨天の場合は31日に延期）

し種目。定員男性の部一先着12

チーム、女性の部…先着4チーム

し資格市内在住在勤・在学者

炉参加費1チーム5000円

※代表者会議を10月16B(土)午後

6時から市民体育館で開催

し申し込み。問い合わせハガキ

にチーム名、代表者の住所・氏名

電話番号を明記し、10月12B(火

必着）までに湖北台3の12の12吉
いずみ

用詩泉壷(88)8386へ

毎幅副瑚00

|ﾌｱｸｽ廿ｲド|副8雛､棚’

会同の休館圏
市民図審館

中央･湖北地区公民館

鳥の博物館

市民プラザ

市民会館

4(11)､11(#)､12(火)､18(H)､25(11)

4(月)､10(M)､11(林)､18(M)､25(M)

4(月)､12(火)､13(zk)､18(M)､25(H)

7(水)､14(水)､21(*)

4(N)､11(伽､18(月)､25(M)’ ’第5回風の会発表会
つつじ荘・

西部福祉センター

4(H)､10(M)､11(#)､12(火)､18(月)､25(月）

26(火）
伝曰時。場所10月10日(祝)午前

11時開演、市民会館

し内容日本舞踊の発表

，入場料無料

し問い合わせ久保田壷(88)4364

市民体育館'25（月）
ふれあい工房'4(月)､11(1k)､18(月)､25(II)

’
フラワーアレンジ作品展
｢'99彩りの花遊び」 相談等

内容日時場所問い合わせ

法"職(予約綱)淵笙職蝋脇繍憲広報広l""
※予約は、10月1日(金)8:30から祗話で広報広聴課へ

税務相談(予約制)|'5(金)10:00~'5:001市民相談室|課税課
※予約は、10月12日(火)8:30から砥話で課税課へ

人権相談28(木)10:00~15:00福祉総合相談室生活支援課

行政相談28(木)10:00~12:00市民相談室広報広聴課

不動産相談･住宅相談8(金)10:00~15:00市民相談室建築指導課

交通事故相談12(火)10:00~15:00交通整術課交通整術課

心の相談(予約制）6(水)13:30~15:30福祉総合相談室桶祉総合相談室

健康相談’(金)10:00~11:15つつじ荘つつじ荘
8(金)10:00~l1:15西部福祉センター、繩祉センター

“づくりうんどう纒15(金)10:00~11:00斑鈍繩内うんどう遡保健センター

継臘.生きがいづくり12(火)10:30~16:00ふれあい福祉センター

相談(予約制）26(火)10:30~16:00(M:会剛鰔釧かい）社会福祉
4.18（月)9:00～15:00ふれあい桶祉センター協議会

心配ごと相談25(月)9:00~15:00布伽眠センター柳
結婚相談3･17(日)10:00～14:00社会福祉協識会

し日時10月16B(土)から19B

(火)、午前10'時から午後6時(19

日は午後4時まで）

，場所市民プラザ（入場無料）
あいざわ

し問い合わせ会沢云(82)8585

’ 我孫子の文化を守る会
第60回史跡文学散歩

｜
’ |’第S回懐メロの集い 市 民 相 談 室

(西別館3階）
法律相談(予約制） 広報広聴課

似曰時10月2日(土)午前11時か

ら午後4時（入場無料）

し場所湖北地区公民館

し内容昭和初期から40年代まで

の懐かしい歌謡曲を楽しみます

い問い合わせ阿部壷(88)8046

し日時10月3日(日)午前9時J

R取手駅東口集合（小雨実施）

抄行程秋の取手宿を訪ねる（長

禅寺、本多氏墓、本陣ほか）

似参加費300円（資料代含む）

し申し込み。問い合わせ電話で
こしおか

越岡壷(84)2047'､

1

1

自然とふれ あう
ネイチヤーゲーム大会

修曰時10月17B(B)午後1時か

ら3時（荒天中止）

惨場所柏ふるさと公園

し対象小学生以上の方

し定員先着40人

，参加賛高校生以下300円、大

人400円

し持参雨具、バンダナ

，申し込み･問い合わせ電話で

10月16B(Et)までに生騰奄(88)61
81へ

關獅胃剛ｺﾝｻーﾄ｜
ー.一一、一一一一

tちのｺﾝｻー ﾄ
茶這蓮照茶会

’日時。場所10月11B(体)午後

2時開演、アミュゼ柏

し内容モーツァルト？「魔笛」

序曲、マウリー？チェンジズぼか

し入場料900円（全自由席）

惨入場券発売所平賀書店（我孫

子駅南口）、ブックス・スズキ
たか承

し問い合わせ高間念(84)5417

健康相談し曰時10月17日(日)午前10時か

ら午後3時

し場所湖北地区公民館
そうみ

，席主裏千家…玉井宗美、表千
そうこう

家…中村宗弘

修席料2席で1000円（当日券有）

し問い合わせ小野壷(82)6161

腿簾･生きがいづくり
相談（予約制）

ふれあい福祉センター

(il:会福祉鰔釧かい）
社会福祉

脇議会心配ごと相談

この広報紙は再生紙を使用しています

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ
日11,当稀医・’週M1の行事

圖網副1,副13

テレホンガイド


